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（
別
紙
）

船
員
に
関
す
る
育
児
休
業
、
介
護
休
業
等
育
児
又
は
家
族
介
護
を
行
う
労
働
者
の
福
祉
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成

三
年
運
輸
省
令
第
三
十
六
号
）
の
一
部
改
正
関
係

１

法
第
五
条
第
四
項
の
子
の
一
歳
六
か
月
に
達
す
る
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
休
業
す
る
こ
と
が
雇
用
の
継
続
の
た
め
に

特
に
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場
合
と
し
て
、
次
の
も
の
を
定
め
る
も
の
と
す
る
こ
と
。

法
第
五
条
第
四
項
の
申
出
に
係
る
子
に
つ
い
て
、
保
育
所
に
お
け
る
保
育
の
実
施
を
希
望
し
て
申
込
み
を
行
っ
て

（一）
い
る
が
、
当
該
子
の
一
歳
六
か
月
到
達
日
（
法
第
五
条
第
四
項
の
一
歳
六
か
月
到
達
日
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
後

の
期
間
に
お
い
て
、
当
面
そ
の
実
施
が
行
わ
れ
な
い
場
合

常
態
と
し
て
法
第
五
条
第
四
項
の
申
出
に
係
る
子
の
養
育
を
行
っ
て
い
る
当
該
子
の
親
で
あ
る
配
偶
者
で
あ
っ
て

（二）
、
当
該
子
の
一
歳
六
か
月
到
達
日
後
の
期
間
に
つ
い
て
常
態
と
し
て
当
該
子
の
養
育
を
行
う
予
定
で
あ
っ
た
も
の
が

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
た
場
合

イ

死
亡
し
た
と
き
。

ロ

負
傷
、
疾
病
又
は
身
体
上
若
し
く
は
精
神
上
の
障
害
に
よ
り
法
第
五
条
第
四
項
の
申
出
に
係
る
子
を
養
育
す
る

こ
と
が
困
難
な
状
態
に
な
っ
た
と
き
。

ハ

婚
姻
の
解
消
そ
の
他
の
事
情
に
よ
り
法
第
五
条
第
四
項
の
申
出
に
係
る
子
と
同
居
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
と
き

。
ニ

六
週
間
（
多
胎
妊
娠
の
場
合
に
あ
っ
て
は
、
十
四
週
間
）
以
内
に
出
産
す
る
予
定
で
あ
る
か
又
は
産
後
八
週
間
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を
経
過
し
な
い
と
き
。

２

そ
の
他

条
項
ず
れ
等
の
所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
と
す
る
こ
と
。


